
過労死防止学会 会則   

第1条（名称） 本会は過労死防止学会と称する。 

第2条（目的） 本会は過労死（過労自殺および過労疾病を含む）の実態、原因および背景に関する調査

研究を行い、その成果を過労死の効果的な防止のための対策と取り組みに生かすことを目的とする。 

第3条（事業） 本会は次の事業を行う。 

(1) 全国大会、研究会等の開催 

(2) 教育・啓発活動の推進 

(3) 出版物の編集、刊行 

(4) 内外の学術団体との連絡、交流 

(5) その他本会の目的にとって必要な事業 

第4条（会員） 本会は過労死被災者とその家族、勤労者のいのちと健康に関心をもつ研究者、弁護士、

活動家、ジャーナリスト、その他本会の目的に賛同する個人によって構成される。 

・本会に入会しようとする者は幹事会に申込みその承認を受けなければならない。 

・会員は研究会等本会の事業に参加し、会員総会に出席することができる。 

・会員は学会刊行物に投稿し、学会刊行物の配布を受けることができる。 

・会員は所定の会費（一般会員年額5,000円、過労死遺家族・大学院生・学生会員2,000円）を納入

するものとする。 

第5条（役員） 本会の会務を処理するために幹事若干名を置く。 

・幹事の選出方法は別に定める役員選出細則による。 

・幹事の任期は2年とする。ただし、重任を妨げない。 

・本会の業務を処理するために幹事の中から常任幹事若干名を互選する。 

・本会の代表者として代表幹事１名を互選する。ただし、代表幹事の連続三選はこれを行わない。 

・本会の会計監査のために会計監事2名を置く。 

・会計監事の選出方法は別に定める役員選出細則による。任期については幹事の場合に準ずる。 

第6条（総会） 本会は毎年1回会員総会を開く。 

・総会は代表幹事が招集し、本会の活動方針、役員の選出、予算・決算の承認、その他総会が必要

と認めた事項を議する。 

・議決は出席会員の過半数の賛成による。 

・幹事会が必要と認めたときまたは会員の5分の1以上の請求があるときは、代表幹事は臨時総会を

開かねばならない。 

第7条（事務局） 本会の会費徴収その他の日常業務を処理するために幹事会の定めるところに事務局

を置く。 

第8条（附則） 本会の事務執行のために常任幹事会のもとに事務局を置くことができる。 

・本会は地方部会および問題別分科会を設けることができる。 

・本会則の変更は会員総会の決議を経なければならない。 

・本会則は2015年5月23日に制定した。 
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過労死防止学会 会計細則   

第１条 (会費金額) 会費は、一般会員年額5,000円、家族会員（過労死遺家族）年額2,000円、学生会

員（大学院生を含む）年額2,000円とし、入会費は設けない。 

第２条 (会費年度) 会費の年度は会計年度とし、４月１日から翌年３月３１日までとする。 

第３条 (会費請求) 会費の請求は毎年４月に全会員に行う。ただし、必要あるときは適宜全会員、ある

いは個別の会員に会費請求を行う。 

第４条 (入会者対応) 入会者のうち、１０月１日から１２月３１日までの入会者には、その年度の会費は、

年額の半額とする。また、１月１日から３月３１日までの入会者は、その年度の会費を免除し、翌年度

から会費を徴収する。 

第５条 (会費滞納) 会費滞納者のうち、３期以上の会費滞納者には退会の措置を行うことができる（措

置退会）。滞納による退会者が、再び入会する際には、未納の会費を収めなければならない。 

付則 

・この細則は、２０２２年４月１日から施行する。 

・第５条による措置退会はこの細則の施行日から実施する。 

・事務局の対応：この度の「会計細則」の制定により、第５条による３期以上の会費滞納者へ「措置退

会」を行うことができるが、事務局より３期以上の会費滞納者へ滞納額について、延納による分割納

入などの対応の提案を、「措置退会」実施前に行うこととする。 

 

『過労死防止学会誌』 投稿規定   

第１条（投稿資格）投稿者は原則として本学会の会員とする。 ただし、常任幹事会及び編集委員会が

依頼もしくは承認した場合は除く。 

第２条（原稿の種類）投稿原稿は本学会の目的に即したテーマで、原則として、日本語で書かれた、研

究論文、研究ノート、書評などの未公刊の論文とする。 なお、他の学術雑誌等との重複投稿は認め

ない。 

第３条（著作権）掲載された論文の著作権は、過労死防止学会に帰属する。掲載された論文等の著者

は、その論文等を電子化してウェブサイト上で公開することに同意する。なお、本誌に掲載された論

文等を執筆者が他の出版物に転用する場合は、予め文書によって代表幹事の了承を得なければな

らない。 

第４条（書式と字数）原稿は、原則として、横書き和文とする。字数は、本文・注・図表・文献リストを含め

て、研究論文 《A４版１頁当たり1200 字で》 13頁以内、研究ノート 《同》 9頁以内、書評・その他 

《同》 5頁以内とする。 

第５条（原稿の締切）投稿原稿の締切は、常任幹事会及び編集委員会が決めた日とする。 

第６条（採否の決定）投稿原稿の『過労死防止学会誌』掲載の最終決定については、常任幹事会ない

しは編集委員会が所定の審査を経て決定する。  

第７条（原稿の返却）投稿原稿は採否に関わりなく返却しない。  

第８条（原稿料）原稿料は支払わない。  

第９条（改定） 本規定は、幹事会の承認を得て改定することができる。  

（制定・施行期日）この規定は、２０２０年１０月１日から制定・施行する。 
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